
（別添３） 

救命救急センターの充実段階評価の評価区分について 

 

以下の表に基づいて評価を行う。評価基準は段階的に引き上げることとする。

具体的には調査依頼の際に通知する。 

 

○平成３０年（平成３０年１月～１２月実績） 

  

是正を要する項目 

s 評価 a 評価 b 評価 c 評価 

0 １～４ ５～８ ９～２０ 

評価点 

s 評価 
S A B   

９０－１００ 

a 評価 
Ａ A B C 

７２～８９ 

b 評価 
Ａ A B C 

３６～７１ 

c 評価 
Ａ A B C 

０～３５ 

 

 

 

 

 

○平成３１年（平成３１年１月～１２月実績） 

  

是正を要する項目 

s 評価 a 評価 b 評価 c 評価 

0 １～２ ３～６ ７～２０ 

評価点 

s 評価 
S A B   

９２－１００ 

a 評価 
Ａ A B C 

７２～９１ 

b 評価 
Ａ A B C 

３６～７１ 

c 評価 
Ａ A B C 

０～３５ 

Ｓ評価：秀でている 

Ａ評価：適切に行われている 

Ｂ評価：一定の水準に達している 

Ｃ評価：一定の水準に達していない 

 

S0410302
テキスト ボックス
資料５－４




 

○平成３２年（平成３２年１月～１２月実績） 

  

是正を要する項目 

s 評価 a 評価 b 評価 c 評価 

0 1 ２～４ ５～２０ 

評価点 

s 評価 
S A B   

９４－１００ 

a 評価 
A A B C 

７２～９３ 

b 評価 
A A B C 

３６～７１ 

c 評価 
A A B C 

０～３５ 

 

 

 

 


